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研究成果概要 
我々は宇宙線研究所附属明野観測所の敷地内に50cmの可視光望遠鏡（明野50cm望遠鏡）

を所有しており、三つの波長域（g’:400～550 nm、Rc:570～730 nm、Ic:730～850 nm）

を同時に測光出来る装置が取り付けられている。この望遠鏡は東工大大岡山キャンパス

とネットワークによってつながれ、その回線を介してデータ転送及び遠隔制御が可能で

ある。さらに突発天体が生じた際、特に主要な研究テーマであるガンマ線バースト現象

の即時測光観測において、現象の発見から2分以内で自動的に観測を開始出来る機能を備

えている。本年度は以下の観測を実施ししたほか、全天モニターの運営を開始した。 
1. ガンマ線バーストの観測 
本年度は46件を観測し、5件につい

て可視光での天体を同定した。右の

表はそれら5天体の各波長での等級

と発生から観測開始までの時間を

示している。観測開始までに時間を

要しているものがあるのはこれら

の天体の発見が日本時間の朝から夕

方の間だったため、すぐに観測が出

来なかったためである。昨年度はガ

ンマ線バーストの物理状態を知る上

で重要となる現象初期の光度曲線を

得ることは出来なかったが、

GRB130427A （左図の左の写真の中

央にある天体）については他の複数

の望遠鏡で得られたデータと総合し

て物理的解釈がなされ、赤方偏移 z=0.34とガンマ線バーストとしては例外的に近傍であ

るにもかかわらずてz=2を超える遠方のものと同じ性質をもつことを明らかにした。この

論文はサイエンス誌に掲載された。(Masselli et al. 2014, Science 343 pp. 48-51) 



2. その他突発天体の観測 
「光・赤外線大学間連携事業」に参加し、日本の大学と国立天文台が国内外に持つ中小

の望遠鏡と連携して矮新星 PNV J19150199+0719471 と狭輝線セイファート1型銀河 
1H 0323+342 について行われた。前者については矮新星の非常に明るい増光現象の初期

にのみ現れる早期スーパーハンプという現象をとらえて降着円盤の構造を知ることを目

的とし、2013年の6/3-6/13 の間に観測を行って2日分のデータを得た。後者の天体につ

いては明野50cm望遠鏡ではいくつかの狭輝線セイファート1型銀河のモニター観測を行

っており、この1H 0323+342 という天体において、X線増光現象の前は可視光でも暗か

ったことを証明することが出来た。どちらの天体も現在解析が進行しているところであ

る。また、活動銀河NGC3516のX線天文衛星「すざく」と地上望遠鏡の連携キャンペー

ン（2013年の4/10、4/26、5/23、11/4の4回）に参加した。4月から5月にかけて大きな変

光現象においてX線と可視光の変化はよく相関しており、この暗い時期のX線を生じるコ

ロナが降着円盤の近傍に存在することがわかった。この結果は2014年3月に開催された日

本天文学会春季年会において発表された。 
さらに、昨年度から開始した木曽 KWFC の超新星サーベイのフォローアップ観測の体制

を強化し、木曽での天体発見の情報に基づいて明野 50cm 望遠鏡でも自動的に観測を開

始する体制を整えた。木曽で発見した KISS14g という天体は新たな超新星 SN2014Q と
して国際天文学連合電報中央局が発行する電子速報である CBET にて報告された。 

3. 明野全天モニターの製作 
明野 50cm望遠鏡の設置場所にも全天モニターを製作

し、望遠鏡ドームから 10mほどの距離に設置して運用

を開始した。右図は実際に撮られた明野地方の全天の

様子である。ドームの上部が右下に写っているためド

ームの開閉や積雪の融け残りなども監視出来るよう

になった。この情報はインターネットに公開されてお

り、明野での観測と、日本各地の観測所との連携観測

に役立てられるようになった。 

4. 望遠鏡・観測環境メンテナンス 
望遠鏡の既知の問題として、夏季になると望遠鏡の合焦機能に不具合が起こるという問

題があった。今年度はエアコンを遠隔制御出来る体制を整え、昼間に望遠鏡ドームの温

度を30℃以下に保ち、さらにドーム内の上層部と下層部での温度差が出来ないようにサ

ーキュレータを導入した。その結果、夏季の高温時でも若干星像に収差の影響は残るも

のの開口測光が可能なレベルにまで改善することが出来た。 
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